
         
 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年3月1日 公益財団法人 郡山地域テクノポリス推進機構 

テ ク ノ ポ リ ス だ よ り  Vol.84 

入居者審査委員会 報告 
 

〔審査結果：入居延長・新規〕 

 

郡山テクノポリス地域戦略的アライアンス形成会議・特別講演会 
 

郡山テクノポリス地域戦略的アライアンス形成会議は、郡山テクノポリス地域（郡山市、須賀川市、

鏡石町、石川町、三春町、玉川村）などの中小企業製造業者が持つ技術力などを積極的に活用するた

め、アライアンス（企業連携）を組み、研究開発や販路の新規開拓を促進することを目的に平成15年

に設立しております。 

 この度、慶應大発ベンチャー企業「ヒューマン・メタボローム・テクノジーズ株式会社」を創業し

2013年に東証マザーズ上場を果たすとともに、人工クモ糸の「スパイバー株式会社」技術顧問である

慶応義塾大学先端生命科学研究所 所長 冨田勝 氏をお招きし、ご講演いただきます。 

 当形成会議会員のみならず、会員以外の方も聴講いただけます。ぜひ、この機会をお見逃しなく、

皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 日時   平成29年3月16日（木） 午後3時～4時30分 

場所   ホテルハマツ（福島県郡山市虎丸町3番18号） 

定員   70名 ※会員企業の方を優先いたします。 

参加費  無料 

主催   郡山地域テクノポリス地域戦略的アライアンス形成会議 

（公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構） 

申込方法 チラシ裏面の参加申込書または当機構公式サイトの

専用送信フォームに必要事項を記入の上、下記によ

り3月6日（月）までにお申し込みください。 

     当機構公式サイト  

http://www.techno-media.net6.or.jp/ 

問い合わせ先 

     公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構 

     TEL 024-947-4400 

     FAX 024-947-4475 

 

 

アライアンス形成会議は、郡山テクノポリス地域などの中

小製造業者が保有する技術力、設備、営業力等の潜在能力を

戦略的に活用する組織（アライアンス）を構築することによ

って、高度な研究開発、新しい受発注及び各種産業振興支援

施策の担い手となり、地域産業の活性化を図ることを目的と

しています。会費は年間2万円です。 

 当形成会議は、日本大学工学部と連携した３つのフォーラ

ム、会員企業の技術連携などを図るための企業製品等発表会

などを開催しているほか、会員企業にとって有益な情報を提

供するとともに、当機構の技術コーディネーターによる技術

相談等も優先的に受け付けています。 

 当形成会議では随時会員を募集しておりますので、公益財

団法人郡山テクノポリス推進機構（左記、連絡先参照）まで

ご連絡ください。 

 

平成29年2月16日（木）午後1時30分から、インキュベーションセンター会議室

にて、入居者審査委員会を開催しました。 

今回の審査会では、入居期間が満了となります「入居期間延長申込１件」と「新規入

居申込１件」に対して、審査が行われました。 

審査会では、各企業の代表者から「企業概要」,「研究開発の取組み」,「ものづくり

に対する思い」について、約 15 分間のプレゼンをいただき、その後、審査委員と活発

な質疑応答が行われました。 

審査の結果、「水野 睦夫」様の入居期間延長が承認されるとともに、新たに「株式

会社アスター（本社：秋田県横手市）」様の入居が承認されました。 

アスター様からは、インキュベーションセンターの、立地場所や企業連携、研究支援

への魅力について語られました。 

当機構では、今後とも当該施設入居者の「研究開発」から「事業化」まで、伴走型支

援に努めて参ります。 

 

起業支援室
No 

 入居者名 研究開発内容 入居承認期間 

10 延長 水野 睦夫 コンクリート構造物の長寿命化について 平成29年4月1日～平成30年3月31日 

4 新規 
株式会社アスター 
代表取締役 本郷 武延 

高効率モーターコイルの研究開発 入居日調整中 

 

齋藤常務理事 挨拶 

株式会社アスター プレゼンテーション 

http://www.techno-media.net6.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元    （公財）郡山地域テクノポリス推進機構/郡山地域ニューメディア･コミュニティ事業推進協議会 
TEL 024-947-4400  FAX 024-947-4475  E-mail techno@nm.net6.or.jp 
郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンター 
TEL 024-926-0344  FAX 024-943-4441  E-mail monodukuri@nm.net6.or.jp                               

須賀川市が主催、当機構が共催する「須賀川市企業間ネ

ットワークセミナー2017」が、2月9日（木）、グランシ

ア須賀川を会場に開催され、約90名が参加しました。 

須賀川市の橋本市長の挨拶後、一般財団法人ふくしま医

療機器産業推進機構専務理事（兼）ふくしま医療機器開発

支援センターセンター長 滝澤眞己氏が「集う、はじめる。

医療機器開発の新しいカタチ」をテーマに、支援センター

の概要や今後の取り組みについて説明いただきました。 

また、林精器製造株式会社 代表取締役社長 林明博 氏

が「～ふくしまから世界へ！福島医大と連携～Ti ハニカ

ムメンブレンの開発」、神田産業株式会社ハニリアル事業

部営業技術部部長 石澤秀忠 氏が「材料の可能性を追求し

て～パネル組立型ERの開発～」に関してそれぞれ説明い

ただきました。 

講演会終了後は別会場にて交流会を開き、講師及び参加

者らが名刺交換等、交流を深めました。 

郡山地域ニューメディア・コミュニティ事業推進協議会主催「ニューコメ交流懇談会 2017」は、2月 18日（土）午前 10時

から、郡山商工会議所会館6階ホールで開催されました。昨年11月に行った、地域課題解決アプリコンテスト「Connect 2016 

in Koriyama with UDC（ハッカソン）」で入賞したアプリの再プレゼンを行いながら、そのブラッシュアップを目的としたもの

です。 

 当日は、入賞チームに加え、県立テクノアカデミー郡山や県立郡山商業高等学校、WiZ国際情報工科大学校、株式会社東邦銀

行などから総勢 30 名が参加し、プレゼン後には、郡山高度情報化システム研究会の大槻努会長、郡山市政策開発部ソーシャル

メディア推進課の植木一雄課長、UDC郡山拠点メンターとして国際航業株式会社の和田陽一氏に講評をいただきました。 

続いて、パネルディスカッションが行われ、株式会社福島情報処理センターの大久保仁さんをコーディネーターに、チーム代

表者らをパネリストとして、アプリ開発の裏話などが披露され、参加者との活発な意見交換もあり盛会のうちに終えました。 

 

滝澤眞己 氏 林明博 氏 石澤秀忠 氏 

（講演会）多くの方にご参加いただきました（交流会） 

 プレゼンテーションの様子 質疑・応答 

大槻会長による講評 パネルディスカッション 昼食をとりながらの懇談会 

聴講の様子 

mailto:techno@nm.net6.or.jp
mailto:monodukuri@nm.net6.or.jp

